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研究紹介：プロテオミクス研究のフロンティアとして、動物個体におけるタンパク質
成分の動的平衡状態(プロテオスタシス)を定量的に解明する試みが注⽬されている。
⽣体内の分⼦夾雑環境において、タンパク質は合成と分解の動的平衡によって維持さ
れており、プロテオームの恒常性をシステム的に解明することは⽼化や疾患をタンパ
ク質レベルで理解する上で重要な課題である。本研究では、安定同位体で標識された
モデル動物を対象に、包括的プロテオフォーム解析を可能にする次世代プロテオーム
解析技術「トップダウン・プロテオミクス」を駆使して、分⼦夾雑環境におけるプロ
テオフォームの恒常性を理解するための新規計測⼿法を開発する。 
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